






平成１６年度 （単位：人）

月別 宿泊 日帰り 計 対前年度増減 （宿泊） 対前年度増減 備　　考

４～３月 10,568 98,091 108,659 △ 16,646 2,642 △ 140

平成１７年度 （単位：人）

月別 宿泊 日帰り 計 対前年度増減 （宿泊） 対前年度増減 備　　考

４月 529 4,658 5,187 △ 348

５月 697 8,141 8,838 64 △ 30

６月 693 8,832 9,525 △ 122 172 △ 134

７月 1,825 15,352 17,177 △ 1,398 742 △ 177

８月 1,513 15,448 16,961 △ 1,106 963 △ 3

９月 1,076 12,257 13,333 △ 622 327 △ 61

１０月 671 11,730 12,401 2,128 △ 33

１１月 311 3,349 3,660 △ 519

１２月 396 3,031 3,427 127

１月 777 5,096 5,873 △ 603

２月 689 3,576 4,265 △ 466

３月 579 4,379 4,958 △ 189

計 9,756 95,849 105,605 △ 3,054 2,204 △ 438

平成１８年度 （単位：人）

月別 宿泊 日帰り 計 対前年度増減 （宿泊） 対前年度増減 備　　考

４月 490 4,979 5,469 282

５月 643 8,234 8,877 39 3 3

６月 750 7,851 8,601 △ 924 127 △ 45

７月 1,728 14,132 15,860 △ 1,317 926 184

８月 1,443 15,180 16,623 △ 338 946 △ 17

９月 1,132 11,639 12,771 △ 562 349 22

１０月 638 8,145 8,783 △ 3,618 269 269

１１月 348 3,222 3,570 △ 90

１２月 413 3,328 3,741 314

１月 841 5,120 5,961 88

２月 668 4,942 5,610 1,345

３月 665 5,075 5,740 782

計 9,759 91,847 101,606 △ 3,999 2,620 416

平成１９年度 （単位：人）

月別 宿泊 日帰り 計 対前年度増減 （宿泊） 対前年度増減 備　　考

４月 530 4,795 5,325 △ 144

５月 577 7,396 7,973 △ 904 8 5

６月 679 8,086 8,765 164 172 45

７月 1,724 13,700 15,424 △ 436 878 △ 48

８月 1,203 14,222 15,425 △ 1,198 1,099 153

９月 1,034 11,485 12,519 △ 252 259 △ 90

１０月 536 7,311 7,847 △ 936 △ 269

１１月 288 2,674 2,962 △ 608

１２月 411 3,447 3,858 117

１月 810 4,992 5,802 △ 159

２月 612 4,170 4,782 △ 828

３月 578 5,483 6,061 321

計 8,982 87,761 96,743 △ 4,863 2,416 △ 204

吹上温泉保養センター利用実績

野営場（キャンプ場）

吹上温泉保養センター「白銀荘」 野営場（キャンプ場）

吹上温泉保養センター「白銀荘」

吹上温泉保養センター「白銀荘」 野営場（キャンプ場）

吹上温泉保養センター「白銀荘」 野営場（キャンプ場）
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（単位 ： 円・人）
平成１８年度 平成１９年度

宿泊売上金 23,151,882 21,325,452

日帰入館売上金 32,087,320 30,493,127

回数券売上金 7,454,986 7,478,538

売店売上金 20,949,276 19,142,503

施設利用売上金 1,742,235 1,740,611

その他利用売上金 785,284 596,852

商品売上げ原価（△） △ 14,340,380 △ 12,670,527

受取利息 10,916 26,411

受取配当金 800 800

管理受託収入 1,432,901 1,415,501

雑収入 422,698 157,199

73,697,918 69,706,467

報酬 3,600,000 3,600,000

給料手当 21,172,850 17,740,324

費用弁償 66,300 96,900

法定福利費 4,609,778 4,312,683

厚生費 2,982,748 2,859,861

賃金 7,133,000 9,382,700

広告宣伝費 1,762,495 859,694

交際費 224,295 125,715

会議費 4,441 20,858

旅費 0 6,286

通信運搬費 466,408 454,873

委託料 2,617,186 2,142,254

車両費 1,151,003 1,106,290

消耗品費 1,206,279 1,420,711

事務用消耗品費 268,060 214,311

修繕費 632,397 1,356,673

光熱水費 13,472,503 14,153,576

新聞図書費 152,164 152,160

負担金 225,180 235,200

支払手数料 1,693 3,091

印刷製本費 19,259 645,249

洗濯料 734,581 652,937

保険料 147,900 118,000

賃借料 1,541,694 933,348

租税公課 101,320 88,526

支払報酬 137,500 135,239

減価償却費 0 160,000

計 64,431,034 62,977,459

法人税等 32,600 185,000

寄附金 8,290,391 6,122,064

72,754,025 69,284,523

 宿  泊 9,759 8,982

 日帰り 91,847 87,761

 合  計 101,606 96,743

項　　　目
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 吹上温泉保養センター職員（従業員）の業務行程 

 
◎施設長 

1. 取締役会に関すること 
2. 経理（予算及び決算）に関すること 
3. 職員（従業員）の人事に関すること 
4. 職員（従業員）の給料、賞与及び共済費に関すること 
5. 各種報告書の作成に関すること 
6. 各種契約に関すること 
7. 訪問者の対応接客、渉外全般に関すること 
8. 施設管理に関すること 
9. フロント業務 
10. 営業活動～旅行会社・観光協会・レンタカー等へパンフレット配布(年 3 回) 
 

◎施設業務係（主任１名） 

8:00～ 8:15 ミーティング 

 8:15～10:00 浴場の清掃 

 10:00～12:00 宿泊室の清掃、ベットメイキング、シフトによりフロントの補佐、  

 施設内の巡回・清掃 

 12:00～13:00 昼食、休憩、フロント業務交代にて 

13:00～17:00 シフトによりフロント業務 

 サウナのバスタオル交換、浴場・脱衣場の見回り清掃、館内ごみ収

集 

○ボイラー室・機械室の点検整備、浴槽温度及び源泉温度の点検管理 

○売店の商品の陳列、商品の発注 

○業者との打ち合わせ(修理・新商品・イベント等) 

○冬期は除雪(当館前、当館駐車場、当館の屋根、吹上露天風呂駐車場) 

○月に 3日から 5日当直(管理人休日の為) 

 17:00～8:00 まで管理人の業務行動と同じ 

○繁忙期遅番・早出(多目的露天風呂の清掃の為) 

 ○営業活動～旅行会社・観光協会・レンタカー等へパンフレット配布(年 3 回)  

 

◎施設業務係（係員１名） 

8:00～ 8:15 ミーティング 

 8:15～10:00 浴場の清掃 

 10:00～12:00 吹上公衆トイレ・十勝岳公衆トイレ・吹上露天風呂トイレの清掃、 

  十勝岳駐車場・吹上露天風呂周辺のごみ拾い清掃、施設内外の巡回、 

1 清掃(草刈等) 、自動販売機補充、トイレ清掃作業日報作成  

 12:00～13:00 昼食、休憩、フロント業務交代にて 

13:00～17:00 自動販売機補充、シフトによりフロントの補佐、売店商品の陳列、 

 サウナのバスタオル交換、浴場・脱衣場の見回り清掃、館内ごみ収 
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集 

○ボイラー室・機械室の点検整備、浴槽温度及び源泉温度の点検管理 

○館内周辺・キャンプ場周辺の草刈 

○冬期は除雪(当館前、当館駐車場、当館の屋根、吹上露天風呂駐車場) 

○月に 3日から 5日当直(管理人休日の為) 

 17:00～8:00 まで管理人の業務行動と同じ 

○繁忙期遅番・早出(多目的露天風呂の清掃の為) 

○水道メーターの確認と消費量記入、水道塩素濃度計測記入 

 

◎管理業務係（主任１名） 

8:00～ 8:15 ミーティング 

 8:15～10:00 浴場の清掃 

 10:00～12:00 宿泊室の清掃、ベットメイキング、シフトによりフロントの補佐、 

 交代で公衆トイレ清掃、吹上露天風呂のごみ拾い清掃、施設内外の 

1 巡回、清掃(草刈等) 、自動販売機補充 

 12:00～13:00 昼食、休憩、フロント業務交代にて 

13:00～17:00 自動販売機補充、釣銭補充、シフトによりフロントの補佐、飲料関

係発注、サウナのバスタオル交換、浴場・脱衣場の見回り清掃、館

内ごみ収集 

○ボイラー室・機械室の点検整備、浴槽温度及び源泉温度の点検管理 

○館内周辺・キャンプ場周辺の草刈 

○冬期は除雪(当館前、当館駐車場、当館の屋根、吹上露天風呂駐車場) 

○月に 3日から 5日当直(管理人休日の為) 

 17:00～8:00 まで管理人の業務行動と同じ 

○繁忙期遅番・早出(多目的露天風呂の清掃の為) 

○月に 2回ごみ焼却場へ運搬 

○月末自動販売機売上集計(施設長同行) 

 

◎管理業務係（係員＝臨時職員２名) 

8:00～ 8:15 ミーティング 

8:15～10:15 浴場の清掃、炊事場の清掃 

 10:15～12:00 宿泊室の清掃、ベットメイキング、トイレの掃除 

12:00～13:00 昼食、休憩、フロント業務交代にて  

13:00～17:00 浴場、脱衣場の見回り清掃、ごみ集め、サウナのバスタオル交換洗

濯、お茶器械の点検清掃、湯のみ洗い、トイレの見回り、布団・座

布団・毛布カバーの取替え・洗濯、アイロンがけ、吸煙器の灰皿の

清掃、シフトによりフロントの補佐 

○5 月頃と 11 月頃の年２回、換気扇の清掃、ガラス拭き、宿泊室と炊事場の天井

の清掃、ロッカーの壁拭き、休憩室等の大掃除を行う。 

○月に 3日から 5日 21:00 まで残業(管理人が休日の為) 

 



 

◎管理業務係（管理人１名） 

  

5:00～ 5:30 宿泊客の早朝チェクアウトの為玄関鍵解除、各種対応 

 5:30～ 8:00 露天風呂鍵解除、内風呂・浴場棟 2階の見回り、照明点灯 

 レジの釣銭確認後スタート、券売機スイッチ ON、売店開放と商品補

1 充、浴場棟ロビー・宿泊棟 1 階ロビー・渡り廊下・フロント・事務

1 所の清掃、水道メーターの確認と消費量記入、水道塩素濃度計測記 

1 入、管理人補佐と交代で朝食 

 8:00～ 8:15 ミーティング 

8:15～10:00 浴場の清掃 

110:00～17:00（休憩、昼食、仮眠） 

117:00～19:00 フロント業務、浴場・脱衣場・休憩室の見回り清掃､灯油メーターの

1 消費量計算記入、サウナのバスタオル交換 

 21:00～22:00 券売機とレジより日計締めを確認し入館人数を業務日誌に記入作成 

 レジの精算、現金日報作成、現金・回数券を金庫に保管、売店収納、

1 施設全般の施錠確認、館内巡回、照明消灯 

 22 時迄電話による問合せ予約等の対応 

○管理人補佐とともに泊り込みとし、22：00 から翌日 5：00 までは夜間の管理に

あたる。 

○冬期は除雪(当館前、当館駐車場、当館の屋根、吹上露天風呂駐車場、) 

○ヘアーキャッチャー内部塩素で清掃(月１回～2回) 

 

◎管理業務係（管理人補佐１名） 

 5:00～ 8:00 宿泊客、早朝入浴者の対応 

 宿泊棟のロビー・下駄箱・玄関・事務所内・宿泊棟 2 階トイレの清

1 掃、洗濯物の取り入れ、フロント業務、管理人と交代で朝食 

 8:00～ 8:15 ミーティング 

 8:15～10:00 浴場棟階段から浴場前ロビー渡り廊下・炊事場の清掃、バスタオル

1 をラッピング、駐車場・キャンプ場のごみ拾い及び清掃、環境整備 

1 花の手入れ 

 10:00～17:00（休憩、昼食、仮眠） 

 17:00～18:00 フロント業務、浴場・脱衣場の見回り清掃 

120:00～22:00 ごみ集め、サウナのバスタオル交換、トイレの見回り清掃、 

 浴場棟 2階休憩室の清掃、お茶器械の点検補給 

  炊事室の点検確認(電気ポットの水補給、換気扇のスイッチ) 

 炊事室消灯前に清掃、ごみ出し 

○管理人とともに泊り込みとし、22：00 から翌日 5：00 までは、夜間の管理にあ

たる。 

 



 資料５ 

吹上温泉保養センター指定管理業務の仕様書 
 
吹上温泉保養センターの指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、関係法令等

によるほか、この仕様書による。 
 
１ 趣 旨 
 本仕様書は、吹上温泉保養センターの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法に 
ついて定めることを目的とする。 

 
２ 吹上温泉保養センターの管理運営に関する基本的な考え方 
（１）この施設の性格 

町民の健康増進に資するための保養施設であると同時に、町内外の多数の住民

から利用されている上富良野町の代表的な観光施設です。また、民間事業者の経

営努力や創意工夫により、利用者数の一層の推進を図り、より効率的で効果的な

運営が期待できる施設です。 
（２）指定管理者は、吹上温泉保養センターを管理運営するにあたり、（１）に述べた 
「この施設の性格」を念頭に、次に掲げる項目に沿ってその管理運営を行うこと。 

 ア 吹上温泉保養センターが、上富良野町の恵まれた自然資源を活用し、町民の健 
康と福祉増進、行楽、保養及び研修施設に供することを目的とし設置されたこと 
に基づき、管理運営を行うこと。 

 イ 地域住民や、利用者の意見・要望を管理運営に反映させること。 
 ウ 個人情報の保護を徹底すること。 
 エ 効率的かつ効果的な運営を行い、経費の削減に努めること。 
 オ 全ての利用者に公正中立に対応することとし、特定の個人や団体及びグループ 

に対して、有利あるいは不利になるような取扱いをしないこと。 
 
３ 施設の概要 
（１）名  称 吹上温泉保養センター 
（２）所 在 地 空知郡上富良野町国有林上川南部森林管理署４２５林班及び 

４２６林班 
（３）施設概要  
 ア 建設年度 平成６～８年度（通常開始日 平成９年１月１１日） 
 イ 事 業 費 ９億５千８百万円 
 ウ 構造規模 鉄筋コンクリート地下１階地上２階建切妻鉄板葺（焦茶） 
 エ 敷地面積 吹上園地敷地  １５，２８４ ㎡ 
 保養センター敷地  ５，０３０ ㎡ 

泉源施設敷地  １３２ ㎡ 
旧白銀荘建物敷地  １，１４６ ㎡ 

オ 建物面積 総建築面積   １，２９９. ３６㎡ 



 
 総延床面積   １，５６１. ９７㎡ 
（４）施設内容 

宿舎棟及 １Ｆ＝３７９．６７㎡  
び研修棟 ロビー・受付・管理事務所・炊事場・更衣室・食堂・トイレ・ 

物品庫・小研修室兼階段昇降困難者用宿泊室 １室・管理人居住 
区（従業員休憩室・和室・洋室） 
２Ｆ＝３４３．４４㎡ 
大研修室（ステージ付）・トイレ・ホール・リネン庫・ベッド室 ４
室・和室 ２室 

 浴 場 棟 １Ｆ＝４７５．８７㎡ 
 ホール・脱衣室（男、女）・浴室（男、女）・機械室・トイレ 

２Ｆ＝１４６．６３㎡ 
ホール・休憩室・トイレ・エレベーター室他 

 接続通路 宿泊管理棟から浴場棟の連絡通路 ４５㎡ 
  階段廊下・斜行エレベーター 

付帯施設 照明灯 １基・浄化槽（１８０人槽）・地下貯油槽・流雪溝・排水
施設・露天風呂浴槽（大・小）９基・露天風呂四阿 ３棟・露天風
呂照明灯 ３基・水道貯水棟 １棟・野営場（キャンプ場） 

  
４ 開設日及び営業時間 
 以下に定めるとおりとするが、特に必要があると認めるときは、あらかじめ町長の

承認を得て、休館し、また営業時間を変更することができる。 
（１）開 設 日 ４月１日から翌年３月３１日までとする。 
（２）営業時間 午前９時から午後９時までとする。 

ただし、宿泊の利用時間は午後３時から翌日午前１０時まで、入

湯のための入館は午後８時まで、野営場（キャンプ場）の利用時間

は午前１０時から翌日午前１０時までとする。 
 
５ 指定期間（予定 議決事項） 
指定期間は、平成２１年４月１日から平成２４年３月３１日まで（３年間）とする。 

 ただし、管理を継続することが妥当でないと認めるときは、指定管理者の指定を取り 
消すことがある。  
（指定期間は議会の議決事項であるため、指定管理者の決議のときに、指定期間も確定） 

 
６ 法令等の遵守 
 吹上温泉保養センターの管理にあたっては、本仕様書のほか、次の各項に掲げる法

令に基づかなければならない。 
（１）地方自治法（昭和２２年法律第６７号） 
（２）森林法（昭和２６年法律第２４９号） 
（３）自然公園法（昭和３２年法律第１６１号） 



 
（４）公衆浴場法（昭和２３年法律第１３９号） 
（５）旅館業法（昭和２３年法律第１３８号） 
（６）吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例（平成８年上富良野町条例第 
１５号） 

（７）吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成８年上富良野 
町規則第１１号） 

（８）上富良野町情報公開条例（平成１３年上富良野町条例第１号） 
（９）上富良野町個人情報保護条例（平成１３年上富良野町条例第２号） 
（10）上富良野町行政手続条例（平成９年上富良野町条例第６号） 
 指定期間中に上記法令に改正があったときは、改正された内容を仕様とする。 
 
７ 指定管理者が行う業務内容 
（１）施設の管理運営については、指定管理者による独立採算制とする。 
（２）職員の配置等に関すること 
 ア 施設の管理運営業務を行う責任者を１名配置するほか、必要な人員を置くこと。 

なお、職員採用にあたっては、上富良野町内に住所を有する者を優先すること。

特別の事情については、その都度協議する。 
 イ 職員の勤務形態は、施設の管理運営に支障のないように定めること。 
 ウ 施設の管理運営に必要な人員又は資格者等は、指定管理者において配置するこ 

と。ただし、業務の一部であって、専門的な知識又は技術を必要とし、かつ自ら 
運営することが困難なもの、又は運営上特に効果的であると認められるものにつ 
いては、当該業務を的確に遂行するに足りる能力を有する者に委託することがで 
きる。 

 エ 現在、施設内の一部を使用し営業を行っている出店者の取扱いについては、指 
定管理者と出店者とで協議し決定すること。 

（３）施設及び設備の維持管理に関すること 
 ア 施設は、特に必要と認めて休館する場合を除き、毎日午前９時から午後９時ま 

で正常に使用できる状態を維持すること。 
ただし、宿泊及び野営場（キャンプ場）については、下記により正常に使用で 
きる状態を維持すること。 

 ① 宿 泊 午後 ３時から翌日午前１０時まで 
 ② 野営場 午前１０時から翌日午前１０時まで 
 イ 施設の適正な運営のため、施設及び設備に関する清掃・保守管理（詳細は別紙 

１のとおりとする。）を行うこと。 
 ウ 駐車場の管理に関すること。 
 エ 施設の建物、工作物及び物品の修理は、指定管理者の負担において行うことと 

する。ただし、施設の更新及び大規模修繕については、計画書を作成し、町長と 
協議すること。 

 オ 人件費の支払いに関すること。 
 カ 施設の維持管理に必要な消耗品、物品の購入及び支払いに関すること。 



 
 キ 光熱水費（電気料、上下水道料）及び燃料代等支払いに関すること。 
（４）施設の使用許可に関すること 
 ア 施設使用申請の受付、許可、不許可業務に関すること。 
（５）利用料金の収受に関すること。 
（６）指定期間内の施設使用料は、無償とする。 
（７）その他 
 ア 緊急時対策、防犯・防災体制について、マニュアルを作成し、職員に指導を行 

うとともに定期的にその確認を行なうこと。 
 イ 衛生管理（レジオネラ菌対策等）については、法令を遵守した対応マニュアル 

を作成し、職員に周知徹底をすること。また、定期的にその確認を行なうこと。 
 ウ 秘密の保持、個人情報の保護の体制をとり、職員に周知徹底を図るとともに定

期的にその確認を行なうこと。 
 エ 利用者を考慮した対応及び接遇に努め、トラブルの未然防止を職員に徹底する

こと。また、定期的にその確認を行なうこと。 
 
８ 経理、運営状況及び収支状況報告等 
（１）利用料金収入等の取扱い 
 施設の管理・運営にあたっては、地方自治法第２４４条の２の規定に基づく「利

用料金制度」を採用する。 
 よって、指定管理者は施設の利用料金を吹上温泉保養センターの設置及び管理

に関する条例第１４条で定める利用料金の範囲内で町長の承認を得て定め、収入

として収受し、施設の管理運営に係る収支について、責任を負うこととなり、施

設の利用を促進し収入の確保を図る必要がある。 
 また、利用料金以外の人的サービス及び物販等に係る料金は、別途、指定管理

者が定め、収入とすることができる。 
（２）発行済みの回数券等の取扱い 
 既に発行した回数券は、平成２１年度以降も使用することができる。この使用

による料金は、町と指定管理者とで協議をすることとする。 
（３）運営状況及び収支状況の報告 
 ア 運営状況報告：施設の運営状況を「吹上温泉保養センター運営状況報告書」（別 

記様式第１号）により、事業年度の毎四半期終了後、１０日以内に町へ報告する 
こと。 

 イ 収支状況報告：施設の収支状況を「吹上温泉保養センター収支状況報告書」（別 
記様式第２号）により、毎事業年度終了後３０日以内に、事業報告書、損益計算 
書、貸借対照表、財産目録、剰余金処分計算書を添付し、町に報告すること。 

（４）自己評価の報告 
 指定管理者の指定申請時に提出の業務計画書及び管理運営に関する収支計画書 

に相対した自己評価を行い、「管理運営に関する自己評価調書」（別記様式第３号） 
により、毎事業年度終了後３０日以内に町へ報告すること。 

（５）経理規定 



 
 指定管理者は、経理規定を策定し経理事務を行うこと。 
（６）立入検査 
 町は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うこととする。 
 
９ 物品の帰属等 
（１）町の所有に属する別紙２に記載の物品等については無償で貸与する。ただし、そ

の修理並びに更新は指定管理者の負担とする。なお、貸与物品は、指定管理業務終

了後において、整備点検の上、返却すること。 
（２）指定管理者が指定期間中に管理運営経費により購入した物品は、町の所有に属す

るものとする。 
 

10 指定機関満了後の事務引継ぎ 

 指定管理者は、その指定期間満了時において、次期指定管理者が円滑かつ支障なく 
施設の管理運営業務を遂行できるように、引継ぎを行うものとする。 
 
11 事業の継続が困難となった場合の措置等 

（１）指定管理者の責めに帰すべき事由により事業の継続が困難となった場合の措置 
町は指定管理者の指定を取消す等の措置をとることとする。この場合、町に生

じた損害は指定管理者が賠償するものとする。また、次期指定管理者が円滑かつ

支障なく、施設の管理運営業務を遂行できるように、引継ぎを行うものとする。 
（２）その他の事由により事業の継続が困難となった場合の措置 
 災害その他の不可抗力、町及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事 

由により業務の継続が困難となった場合、事業継続の可否について協議するもの

とする。 
 なお、一定期間内に協議が整わない場合、指定管理者の協定を解除できるもの

とする。また、次期指定管理者が円滑かつ支障なく、施設の管理運営業務を遂行

できるように、引継ぎを行うものとする。 
（３）施設の管理運営上のリスク対応 
 管理運営上の瑕疵に原因があって事故が発生した場合に対応するため、指定管

理者はリスクに応じた保険等に加入すること。 
 
12 原状回復 

 指定管理者は、指定期間の満了、指定が取り消された場合、協定を解除された場合 
は、町の指示に基づき、施設を原状に復して引き渡さなければならない（機能低下が 
あった場合の機能低下前の状態にすることを含む。）ただし、指定管理者が町長の承認 
を得て行った機能向上を行った箇所、町長が行った機能向上の箇所及び町長が特に必 
要であると認める箇所については、この限りでない。 

 
13 業務を実施するにあたっての注意事項 

 業務を実施するにあたっては、次の各項目に留意して円滑に実施すること。 



 
（１）公の施設であることを常に念頭において運営すること。 
（２）管理運営のために必要な車両及び除雪機等は、指定管理者として指定された団体

において用意すること。 
 現に使用している車両及び除雪機 

・ 四輪駆動ジープ（２，８００ｃｃ） １台 
・ 軽四輪駆動トラック １台 
・ タイヤショベル（２．５立方メートル）１台  

（３）指定管理者として指定された団体は、指定期間の開始日までに次の許認可事項等

について、称号・名称又は氏名等の変更又は登録等の手続きをすること。ただし、 
 取り扱わないこととする許認可事項等は除く。 
 ア 公衆浴場営業許可 
 イ 旅館業経営許可 
 ウ 食品衛生法による営業許可 
 ①乳類販売業 ②飲食店営業 
 エ 食品販売業登録（アイスクリーム類） 
 オ 食品販売業登録（菓子、そう菜類、食肉製品、半乾燥魚及び塩蔵魚、魚肉ねり

製品、米飯類、めん類） 
 カ 酒類販売業 
 キ たばこ小売販売業 
（４）施設の管理運営経費については、利用料金その他の収入を充てるものとし、町か 
らの支援は行わない。 

（５）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定又は要綱等を作成するときは、町と 
協議を行うこと。 

（６）その他、本仕様書に記載のない事項については、町と協議を行うこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
別紙１ 

施設及び設備に関する清掃・保守管理内容一覧 
 
〇 施設内の清掃及び保守 
・ 館内の定期、定時清掃業務 
・ 温泉泉源の点検管理業務 
・ トイレットペーパー、洗剤、石鹸等の補充及び整頓 
・ 洗い桶、腰掛け、サウナ用タオルの点検洗浄及び整頓 
・ ゴミ箱、灰皿の整理整頓 
・ 下足ロッカーの清掃整理 
・ 備品の定期点検及び整頓 
・ 敷地内の除草、芝刈り、清掃、冬囲い 
・ 上富良野町が定めたゴミ分別の遵守 
 
〇 冬期間における駐車場及び施設の除排雪 
 
○ 温泉施設機械設備の操作・点検・維持管理 
 (加圧温泉ポンプ、加圧水ポンプ、ボイラー、炊事設備) 
 
〇 貯水槽及び貯湯槽の点検・維持管理 
 
〇 灯油地下タンクの点検・維持管理 
 
〇 レジオネラ菌検査業務 
 
〇 自家用電気工作物保安管理業務 
 
〇 消防設備保守点検業務 
 
〇 自動扉開閉装置保守業務 
 
〇 浄化槽維持管理業務 
 
〇 昇降機点検業務 
 
〇 ゴミの分別搬送業務 
 
 
 
 



 
別紙２ 

 
 
 
 

町の所有に属する物品等 
（備蓄消耗品リスト） 

（備品分類索引） 

 
 
 
 





















（税抜き）

区分

月 大人 中高校生 小学生 計 大人 中高校生 小学生 自衛隊 回数券 再入館 ツアー 計

４                                 

５                                 

６                                 

(小計)

累計                                                                                                                                              

７                                 

８                                 

９                                 

小計                                                                                                                                              

累計                                                                                                                                              

１０                                 

１１                                 

１２                                 

小計                                                                                                                                              

累計                                                                                                                                              

１                                 

２                                 

３                                 

小計                                                                                                                                              

(累計)

合計
                                                                                                                                             

　
（
別
記
様
式
第
１
号
）利　　用　　人　　員 施設利用

売 上 金
その他利
用売上金

その他（宿泊、日帰り以外）の売上金

宿　泊
売上金

日帰入館
売 上 金

別記様式第1号

宿　　　　　　　泊

（単位 ： 人・円）

売上金合計回数券
売上金

売　店
売上金

※　事業年度の毎四半期終了後１０日以内に報告すること。

利用者
合　計

　≪平成　　年度≫

指定管理者　株式会社　上富良野振興公社
　　　　　　代表取締役　田　浦　孝　道　　印

日　　　　帰　　　　り　　　　入　　　　館

吹上温泉保養センター運営状況報告書

利　　　用　　　人　　　員



事 業 収 入 人 件 費

事業外収入 業 務 諸 費

繰越剰余金

　（注）１

　　　　２

　　　　３

 別記様式第２号

「事業収入」については、科目ごとに備考欄に記入のこと。

「業務諸費」については、備品費、修繕費、設備費（資産の取得にかかわるもの）等
を備考欄に記入のこと。

事業報告書、損益計算書、貸借対照表、財産目録、余剰金処分計算書を添付すること。

収　　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　　出

合　　　計 合　　　計

備　　考金　　額 備　　考 区　　　分 金　　額

吹上温泉保養センター収支状況報告書

 平成　　　年度　　　 指定管理者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

区　　　分



５点

４点

３点

２点

１点

評価点数

１

２

３ 施設の管理について

(1) 職員の配置について

(2) 職員の研修計画について

(3) 経理について

４ 施設の運営について

(1) 年間の自主事業計画について

(2) サービス向上のための方策について

５ 個人情報の保護の措置について

６ 緊急対策について

(1) 防犯、防災の対応について

(2) その他、緊急時の対応について

１ 管理運営に関する収支計画について

(1) 収入関係について

(2) 支出関係について

評価についての意見、考え方等

(3) 利用者等の要望の把握と実現策につ
     いて
(4) 利用者のトラブルの未然防止と対処方
     法について
(5) 地域との連携、他施設との連携等につ
     いて

吹 上 温 泉 保 養 セ ン タ ー
の管理運営に関する自己評価調書

別記様式第３号

　評価方法は、1項目につき５点満点とし、次のとおりとします。（評価項目は１４項目）

【収支計画に対する評価】

管理運営を行うに当っての方針について

安全・安心面からの管理運営の具体策な
ど特徴的な取組みについて

評　　価　　項　　目

【業務計画に対する評価】

協定等で定めた水準以上の取り組み及びサービスが実施及び提供されているとともに、独自
の新たなサービスが提供されていたもの。

協定等で定めた水準以上の取り組み及びサービスが実施及び提供されていたもの。

協定等で定めた水準の取り組み及びサービスが実施及び提供されていたもの。

協定等で定めた水準の取り組み及びサービスの一部が実施及び提供されていたもの。

協定等で定めた水準の取り組み及びサービスが、多くの業務で実施及び提供されていなかっ
たもの。



吹上温泉保養センターの管理業務委託状況 （資料５の参考資料） 
平成２０年度 

 
委託業務名 自家用電気工作物保安管理業務委託 
委 託 期 間 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで 
委託契約金額 年額 １８９，１２０円(消費税含) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

対象となる設備 
   設備容量 １５０kVA    受電電圧 ６．６ｋＶ 
業務 月次点検              隔月  
   年次点検 （停電させて行う点検）  ３年 １回 
        （通電運転状態で行う点検）３年 ２回 
      点検は上記のとおりとして、常に適正な状態を維持させること。
 
 

 
委託業務名 浄化槽維持管理委託 
委 託 期 間 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで 
委託契約金額 年間 ５５３，３５０円(消費税含) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

対象となる設備（浄化槽）  
   合併処理（ニイミシステム２０） ３５㎥／日処理 
業務 定期点検      月２回 

点検は上記のとおりとして、常に適正な状態を維持させること。

   ・清掃及び汚泥引抜 年１回（料金別途） 
   ・法定検査     年１回（料金別途） 

 
委託業務名 ゴミ搬送業務委託 
委 託 期 間 平成２０年５月１日から平成２０年９月３０日まで 
委託契約金額 年間 ５２６，０５０円(消費税含) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

分別対象ゴミの種類 
①可燃ゴミ  ②不燃ゴミ  ③缶  ④ビン  ⑤ペットボトル 
⑥ダンボール 

搬送回数 
①５月と６月  週１回（ダンボールは月１回）   
②７月から９月 週２回（ダンボールは月２回） 

  
 



 
 
 
委託業務名 昇降機点検業務委託 
委 託 期 間 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで 
委託契約金額 年間１８０，０００円(消費税別) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

対象となる設備 
   クマリフト製 全自動モノペア   １台 
業務 点検月   年４回（５月・８月・１１月・２月） 
   定期点検月 ５月 
   点検は上記のとおりとして、常に適正な状態を維持させること。

 
 
 

 
委託業務名 自動扉開閉装置保守業務委託 
委 託 期 間 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで 
委託契約金額 年間 １８０，０００円(消費税別) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

対象となる設備  
   引分式自動扉  ２台    

片引式自動扉  １台  計３台 
業務 定期保守月   年４回（５月・８月・１１月・２月） 
    

点検は上記のとおりとして、常に適正な状態を維持させること。

 
 
委託業務名 消防用設備保守点検業務委託 
委 託 期 間 平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで 
委託契約金額 年間 １２２，５３５円(消費税含) 
委託業務内容 

 
 
 
 
 
 

対象となる設備 
   自動火災報知設備、消火器、誘導灯、火災通報装置、 

連動制御盤設備  
業務 点検月   年２回（総合点検７月、機器点検２月） 

点検は上記のとおりとして、常に適正な状態を維持させること。

          
    

 



         吹上温泉保養センター「白銀荘」管理業務受託状況      資料６ 

   この管理業務受託については、指定管理者が吹上温泉保養センターの設置及び管理に 

関する条例第１３条に規定される業務ではありません。 収支の状況（決算額）等（資 

料３）では、収入関係の管理受託収入に相当するものです。 

平成２０年度 

受託業務名 十勝岳地区施設維持管理業務 

受 託 期 間 ４月１日 ～ ３月３１日 

受託契約金額 年間  １,２３５,８５０円 

受託業務内容 

 

 

 

 

 

 

① 十勝岳温泉園地トイレ維持管理 

 ・ 期間等 ５月１日～１０月３１日のうち、１７８日 

 ・ トイレ及び周辺の清掃、管理及び軽微な修繕：1時間３０分・８５回 

 ・ トイレ等（トイレ詰まりなど）簡易点検      ：    ２０分・９３日 

 ・ トイレットペーパー等トイレ用消耗品の調達及び補充 

・ その他協議に基づく必要な業務 

 （確認事項） 

 ・ トイレの汚泥の汲み取りは町が行う。 

 ・ 委託業務の内容を超える修繕は町が行う。 

② 吹上温泉園地トイレ維持管理業務 

 ・ 期間等 ５月１日～１０月３１日のうち、１４９日 ： １回１時間 

 ・ トイレの清掃、管理及び軽微な修繕 

 ・ トイレ周辺の清掃管理 

・ トイレットペーパー等トイレ用消耗品の調達及び補充 

・ トイレの開設・閉説業務 

・ その他協議に基づく必要な業務 

（確認事項） 

 ・ トイレの汚泥の汲み取りは北海道上川支庁が行う。 

 ・ 委託業務の内容を超える修繕は北海道上川支庁が行う。 

③ 吹上憩いの広場維持管理業務 

 ・ 期間等 ４月１日～３月３１日のうち、１４５日 ： １回１時間３０分 

 ・ 浴槽及び施設（駐車場・歩道・露天の湯）の清掃 

 ・ 浴槽温度の維持管理 

 ・ 看板設備等の維持 

 ・ 施設の軽微な修繕 

 ・ 仮設トイレの日常管理（清掃、消耗品の調達及び補充） 

・ その他協議に基づく必要な業務 

 （確認事項） 

 ・ トイレの汚泥の汲み取りは町が行う。 

 ・ 委託業務の内容を超える修繕は町が行う。 

④ 吹上温泉周辺除雪業務 

 ・ 期間等 ４月１日～３月３１日のうち、２７日 ： １回２時間 

 ・ 平均除雪日数 ２７日  １回の平均作業時間 ２時間 

 ・ 吹上憩いの広場浴槽及び施設（駐車場・歩道・露天の湯）周辺の除雪 

 ･ 吹上温泉保養センター前、町営十勝岳線バス旋回部、駐車場 

 



                                    資料７ 

吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例 

平成８年９月24日条例第15号

（目的） 

第１条 この条例は、町民の保養や研修及び地域間交流の場として公共の福祉の増進に寄

与するため、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第244条の２第

１項の規定に基づき、吹上温泉保養センター（以下「保養センター」という。）を設置

し、管理運営について必要な事項を定めることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 保養センターの名称、施設及び位置は、次のとおりとする。 

名称 施設 位置 

宿泊・研修棟 

浴場棟 

多目的露天風呂 

吹上温泉保養センタ

ー 

その他の付帯施設 

空知郡上富良野町国有林上川南部森

林管理署 425 林班及び 426 林班 

 
（管理） 

第３条 保養センターは、常に良好な状態において管理し、その設置目的の達成のため効

率的に運用しなければならない。 

（使用許可） 

第４条 保養センターを使用しようとする者（以下「使用者」という。）は、あらかじめ

町長の許可を受けなければならない。 

２ 町長は、次の各号の一に該当するときは、使用条件の変更、使用の停止又は使用許可

の取消しをすることができる。 

(１) この条例の規定又は使用の目的に違反したとき。 

(２) 災害、その他の事故により使用できなくなったとき。 

(３) 公益上等の理由で町長がやむを得ないと認めたとき。 

（使用の制限） 

第５条 町長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、施設の使用を拒否し、

又は施設の使用者に退去を命じることができる。 

(１) 秩序を乱し、公益を害するおそれがあるとき。 

(２) 施設及び設備器具を損傷するおそれがあるとき。 

(３) 公衆浴場法（昭和23年法律第139号）第４条又は旅館業法（昭和23年法律第138

号）第５条に規定する者であるとき。 

  (４) 前各号のほか、保養センターの管理上特に必要があると認められるとき。 

（目的外使用の禁止） 

第６条 使用者は、許可を受けた目的以外に保養センターを使用し、その全部若しくは一

部を転貸し、又はその権利を他に譲渡してはならない。 

 （開設日及び営業時間） 

第７条 保養センターの開設日は、4月1日から翌年3月31日までとする。 

２ 保養センターの営業時間は、午前9時から午後9時までとする。ただし、宿泊棟につい

ては、午後3時から翌日午前10までとする。 

３ 前各項の規定にかかわらず、町長が特に必要と認めるときは、休館し、又は営業時間



 

を変更することができる。 

（使用料） 

第８条 使用者は、別表に定める使用料を納付しなければならない。 

２ 使用料は、使用許可の当日までに納付しなければならない。 

（使用料の還付） 

第９条 すでに納付した使用料は、還付しない。ただし、次の各号の一に該当するとき 

は、その全部又は一部を還付することができる。 

(１) 不可抗力によって使用できなくなったとき。 

(２) 町長が使用の許可を取り消したとき。 

(３) 使用者が使用しなくなったとき又は使用を変更した場合において町長が還付す

ることを適当と認めたとき。 

（原状回復） 

第10条 使用者は、保養センターの使用を終了したとき、使用の停止又は使用の許可を取

り消されたとき及び使用を拒否されたとき若しくは退去を命じられたときは、直ちにそ

の使用に係る施設設備を原状に復さなければならない。 

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは、町長が、その費用を使用者から徴収する。

（賠償責任） 

第11条 使用者は、故意又は過失によって、保養センターの施設設備等をき損し、若しく

は滅失したときは、その損害額を賠償しなければならない。ただし、やむを得ない事由

があると認めるときは、町長はこの額を減額又は免除することができる。 

（指定管理者による管理の代行等） 

第12条 町長は、法第244条の2第3項の規定に基づき、保養センターの管理を法人その他

の団体であって町長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせることが

できる。 

２ 前項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合（以下単に「指定管理者に管理を

行わせる場合」という。）においては、第4条、第5条、第10条及び第11条中「町長」とあ

るのは「指定管理者」と、第4条から第6条、第10条及び第11条中「使用」とあるのは「利

用」と、第7条中「町長が特に必要と認めるときは」とあるのは「指定管理者が特に必

要と認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て」と、それぞれ読み替えるものとする。

（指定管理者が行う業務） 

第13条 指定管理者に管理を行わせる場合の当該指定管理者が行う業務は、次の各号に掲

げるものとする。 

(１) 保養センターの利用許可に関する業務 

(２) 保養センターの利用料金の徴収に関する業務 

(３) 保養センターの施設及び設備の維持管理に関する業務 

(４) 前各号に掲げるもののほか、保養センターの管理運営に関して町長が必要と認め

る業務 

（利用料金） 

第 14条 指定管理者に管理を行わせる場合において、利用者は、保養センターの利用に係

る料金（以下「利用料金」という。）を当該指定管理者に前納しなければならない。た

だし、指定管理者が特別の理由があると認めるときは、後納とすることができる。 

２ 利用料金の額は、第8条に定める使用料の額の範囲内において、指定管理者があらか

じめ町長の承認を受けて定めるものとする。その額を変更するときも、同様とする。 



 

３ 町長が適当と認めるときは、利用料金は、法244条の2第8項の規定に基づき、指定管理

者の収入として収受させることができるものとする。 

４ 指定管理者は既に納入された利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特に認

めたときは、その全部又は一部を還付することができる。 

５ 第3項の規定により、利用料金を指定管理者の収入として収受させる場合には、第9条

の規定は適用しない。 

（検査等） 

第15条 町長は、指定管理者に管理を行わせる場合において、保養センターの管理の適正

を期するため、指定管理者に対して、当該管理に係る業務又は経理の状況に関し報告を

求め、実地について調査し、又は必要な指示をすることができる。 

（委任） 

第16条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（委託開始の時期の指定） 

２ この条例施行に際して、第４条の規定に基づき町長が管理受託者に委託する委託の開

始時期は、町長が指定する日とする。 

附 則（平成12年６月28日条例第29号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成17年９月20日条例第24号） 

（施行期日） 

１ この条例は平成18年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際、現に改正前の吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条

例第４条の規定により、その管理を委託している場合になされた手続き及びその他の行

為は、改正後の吹上温泉保養センターの設置及び管理に関する条例によりなされた手続

き及びその他の行為とみなす。 

別表（第8条関係） 

１ 宿泊料 

                                （単位：円） 

使用料 使用料金（１人につき） 

区分 大人 中・高校生 小学生 

摘要 

二段ベッド室 

和室（Ａ・Ｂ） 

2,500 1,700 1,200 ※ 宿泊施設使用時間は、午後３時

から翌日午前10時までとする。  
備考 (１) 宿泊料及び暖房料はそれぞれに１夜についての料金とする。 

(２) 11月１日から翌年４月30日までの間に使用した場合は、暖房料として１人

につき150円を当該宿泊料に加算する。 

(３) 入湯税は上富良野町税条例（昭和29年上富良野町条例第10号）により別途

徴収する。 

(４) 小学校就学前の乳幼児は無料とする。ただし、寝具を使用する場合の使用

料金は、１夜につき寝具１組500円とする。 

(５) 時間を超えて客室を使用する場合は、宿泊超過料として１時間150円を当



 

該宿泊料に加算する。 

２ 入館料 

                                （単位：円） 

区分 入館料金 摘要 

大人 600

中・高校生 400

小学生 200

※ 使用時間は、午前９時から午後９時

までとする。 

 
備考 (１) 上富良野町税条例（昭和29年上富良野町条例第10号）による入湯税は内税

とする。 

(２) 小学校就学前の乳幼児は無料とする。ただし、保護者同伴とする。 

(３) 宿泊利用者については、入館料を徴収しない。 

３ 施設使用料 

                                （単位：円） 

基本使用料（２時間当たり） 使用区分 

昼間 夜間 

 

室名 

使用基準人数 

午前９時から 

午後６時まで 

午後６時から 

午後９時まで 

大研修室 10人以上 3,000 4,000

小研修室 ３人以上 1,500 2,000

和室Ａ・Ｂ ３人以上 1,000 1,500 
備考 (１) 使用時間は２時間単位とし、２時間未満の場合は２時間とする。２時間を

超える場合は、２時間を超えた１時間につき基本使用料の５割に相当する額

を加算し、２時間を超えた１時間未満の端数時間は１時間とする。 

(２) 営利を目的として使用する場合の料金は、基本使用料に５割に相当する額

を加算した額とする。 

(３) 11月１日から４月30日の間の使用料は、基本使用料の３割に相当する額を

加算した額とする。 

(４) 大研修室の２分の１を使用する場合は、基本使用料の５割に相当する額を

減じた額とする。 

(５) 和室Ａ・Ｂの基本使用時間は午前10時から午後３時までとするが、当室を

宿泊で使用しないとき又はする予定のない場合は、上表使用時間で使用させ

ることができる。 

(６) 入館者が多く、浴場棟の休憩室が満室の場合は、大研修室を休憩室として

無料で使用させることができる。 

４ その他の付帯施設使用料 

                                （単位：円） 

区分 使用料（１日） 摘要 

野営場（キャンプ場） １張 500

野営場占用利用 １日 30,000

照明灯 １時間 2,000

※ 午前10時から翌日の午前10時までを

１日とする。  
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